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解放前の中国の物性研究は非 常にお くれていた｡ 物理学全般 uHが究も非 常

に遅れ ていたD 研究があったとすれば主 として理論研究であ り ,これ も中国

oj土嚢に育った研究とは言えないO解放後 .政府は科学研究に非常に重点 を

置 いている｡ それは社会主義建設にとって科学研究が必要であることを政府

は充分腰解しているか らであるO このために是非共申告の国内で科学研究を

盛んE･'T=しなければ,fi:らない?,同時に広 く諸外国とt,jd,交流 を発展させ,fj:ければ

ならない〔今回の訪 日で私達は ,ヨ太 o)科学研究か ら多 くUに とを学 びたい

と考えてい るの またこれを今后U)交流に役立てたいと考 えているO

中国が重点 をおいている物腰学 の研究は .物性 と原子核物理である凸 解放

後す ぐに中国科学院が出来たO物性物理J)分野 で行なわれている重な研究は

次のようであるEt

㊥ 磁 性 お

各軽合金 (Fe. Ni. Al,etc.)a)磁性研究

フェ ライ トの研究 ,Microwaveを使った磁性研究 etc.

④ 金属物理

o内部摩擦 .o金属中で0-)C,N等U)拡散 , o壬)islocation, o 塑 性

変 形 ,o金属中の格 子面o)不整 等 々の研究

㊥ 牽燐光

o赤外線発光徒の研究 CatbodeLuminescence,Electro

Lt】minescence等々

*) 王寺武氏は ,中国学術代黍団の一員として昨年末来日された中国の半導体研究者｡

ここに掲載するのは王氏が京大物理教室で行った講演の項旨で ,代表団歓迎の関西地

区物理専門委員会事務局の作成した ｢報告｣から転載した0
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④ 腰 論

o固榛の多電 子的研究 ･･････ 磁性 とU)辞連rLおいて (SpinWave寄 )

o固体の単電 子的研究 ･･････ 半導体uj研究と塵連

⑧ 半尋佐

応用物理研究所で 1957年か ら始め られ ,a)ち ,半導体研究所が分離

独立 したC.研究U)歴 史は浅いE,

当初は Sampieが不足 してお り,Sample作 りか ら始めたE,

oGe, Si等uj精嚢 (引上げ法E,こよる単結晶L/'',l怨作 )I,

o拡散による p-n Junctioflを作ることO表 面処理U)問題等 Sampie

Ll)調精に多 くU)時間を費やし ,今 日では技術的な問題ははば解決 され ,

必要な Sampieが得 られるようになり ,工業に とっても大 きな役割を

巣しているt,現在 は物理的仕事をやっている〔
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